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論文審査の要旨 

 

過度なゲームプレイは、精神的健康および身体的健康の両方に悪影響を及ぼす可能性が

あり、近年深刻な社会問題になっている。本研究は、ゲーム関連動画を標的刺激として、

ゲームに関連しない動画を対照に用いて fMRI を撮像しゲーム関連動画により誘発され

る神経活動を解析した。研究結果として、ゲーム関連動画により両側の内側前頭前皮質、

海馬、視床、楔前部、右上側頭回で有意な活性がみられること、ゲームへの渇望と眼窩

前頭皮質、上側頭回の活性が相関することを示し、ゲーム障害の背景をなす病態に示唆

を与えた。公聴会では、ゲーム関連動画の視聴が 20 秒であることの妥当性についての質

疑で、先行研究との比較とともに刺激強度や集中力との関連に言及しながら的確な回答

を行った。視聴者のゲームへの依存リスクやゲーム関連動画の種類による差異について

は、即時報酬の指向性などの発達障害特性が依存形成と関連する可能性について述べ、

臨床的視点も十分に持ち合わせていた。以上より、本研究は、精神医学行動神経科学に

おいて、今後ゲーム障害の診断基準や指標の確立に向けた新知見となる重要な成果を導

き出し、公聴会での質疑と合わせて学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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